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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めま或
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで賭しあいきまりを守り明るいあびこにします
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－，水と緑〃と帆人々 の営み空間〃が共生する都市景観の形成一
いるど

さしい、暮らしを彩る
景観づくり。あびこ

､

水
と
緑
が
豊
か
な
ま
ち
と
し
て

古
く
か
ら
文
人
墨
客
に
愛
さ
れ
続

け
て
き
た
我
孫
子
。
し
か
し
、
首

都
圏
か
ら
鋤
キ
ロ
圏
内
に
あ
り
《

都
心
ま
で
“
分
か
ら
釦
分
と
交
通

の
便
も
良
い
た
め
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
昭
和
妬
年
頃
か
ら
宅
地

の
開
発
が
進
み
、
ま
ち
の
緑
は
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

胤N9I
△U、魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

｡

市
で
は
、
今
年
の
３
月
、
察
観
形
成
懇
話
会
か
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
て
景
観
形
成
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
基
本
計
画
は
、
水
と
緑
を
保
全
・
育
成
し
、
ま
ち
な
み
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
人
と
自
然
が
共
生
で
き
る
よ
う
な
、
愛
着
の
も
て
る
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
こ
の
基
本
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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基
本
計
画
で
は
、
景
観
を
自
然

景
観
だ
け
で
な
く
、
歴
史
・
文
化

や
市
街
地
・
集
落
地
な
ど
の
最
観

も
含
ん
だ
も
の
と
し
、
景
観
形
成

を
〃
ま
ち
づ
く
り
″
の
一
環
と
し

て
と
ら
え
て
い
ま
す
。

目
標
は
、
「
鳥
に
や
さ
し
い
、

暮
ら
し
を
彩
る
景
観
づ
く
り
。
あ

び
こ
」
。

手
蜜
沼
を
は
じ
め
、
利
根
川
、

古
利
根
沼
の
水
辺
、
田
園
、
斜
面

市
で
は
、
総
合
計
画
や
緑
化
推

進
基
本
計
画
、
緑
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
、
こ
の
貴
重
な
緑
や
自
然

の
保
全
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、

よ
り
具
体
的
に
自
然
環
境
や
市
街

地
を
整
備
し
箒
人
と
自
然
が
共
生

で
き
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

墓
本
計
画
の
概
要

林
と
い
っ
た
自
然
や
、
市
街
地
の

家
敷
林
・
垣
根
・
街
路
樹
な
ど
の

緑
の
保
全
・
育
成
、
ま
ち
な
み
景

観
の
形
成
に
よ
っ
て
、
鳥
を
は
じ

め
と
す
る
多
様
な
生
き
物
が
住
め

る
豊
か
な
自
然
と
、
生
活
に
う
る

お
い
と
ゆ
と
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
景
観
の
形
成
は
、
行

政
だ
け
で
出
来
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
市
民
の
み
な
さ
ん
と
、

宅
地
開
発
な
ど
で
市
に
か
か
わ
る

人
々
が
互
い
に
協
力
し
合
わ
な
け

れ
ば
魅
力
あ
る
景
観
は
つ
く
り
出

せ
ま
せ
ん
。
景
観
の
形
成
を
、
総

合
的
・
体
系
的
に
す
す
め
る
た
め

の
指
針
と
な
る
の
が
こ
の
基
本
計

画
で
す
。

そ
の
た
め
、
基
本
計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、
柱
と
な
る
４
つ

の
基
本
方
針
や
地
区
別
の
方
針
を

わ
か
り
や
す
い
も
の
と
し
ま
し
た
。

進
め
る
た
め
に
「
景
観
形
成
基
本

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
基
本
計
画
は
、
平
成
５
年

度
に
行
わ
れ
た
、
市
民
代
表
や
学

識
経
験
者
な
ど
、
名
に
よ
る
景
観

形
成
懇
話
会
（
畠
山
座
長
）
か
ら

出
さ
れ
た
提
言
を
踏
ま
え
、
今
年

の
３
月
に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
後
、
こ
の
基
本
方
針
に
基
づ

い
て
、
あ
び
こ
ら
し
い
景
観
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

、

現
状
の
景
観
を
分
析
し
、
次
の

４
つ
を
基
本
方
針
と
し
て
ま
と
め

ま
し
た
。
（
下
図
参
照
）

１
、
う
る
お
い
の
あ
る
水
と
緑
で

包
み
こ
む
自
然
景
観
の
形
成

市
の
南
北
に
は
、
手
寅
沼
や
利

根
川
な
ど
の
豊
か
な
水
辺
と
斜
面

林
、
田
園
な
ど
の
緑
が
広
が
り
、

市
街
地
を
取
り
囲
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
水
や
緑
が
都
市
に
住
む
人

々
に
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
を
与

え
、
鳥
を
は
じ
め
と
し
た
生
き
物

を
育
く
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た

自
然
環
境
を
守
り
、
育
て
て
親
し

み
や
す
く
、
生
き
物
が
生
息
し
や

す
い
自
然
景
観
形
成
を
図
り
ま
す
。

２
、
都
市
文
化
を
創
造
し
、
調
和
と

ま
と
ま
り
の
あ
る
ま
ち
な
み
景
観

の
形
成
人
々
の
営
み
に
よ
っ
て
培
わ
れ

て
き
た
落
ち
着
い
た
た
た
ず
ま
い

を
残
す
集
落
地
や
歴
史
・
風
土
、

祭
り
・
行
事
な
ど
も
景
観
の
要
素

で
す
。
ま
た
、
公
園
や
街
路
樹

寺
社
の
森
、
庭
な
ど
の
身
近
な
緑

は
人
々
の
暮
ら
し
に
う
る
お
い
を

与
え
る
と
と
も
に
、
鳥
な
ど
も
住

め
る
重
要
な
要
素
で
す
。

こ
う
し
た
要
素
を
守
り
。
生
か

し
．
つ
く
り
出
す
こ
と
で
、
新
し
い

都
市
文
化
を
創
造
し
、
人
々
の
暮

ら
し
を
彩
り
、
調
和
の
あ
る
ま
ち

な
み
衆
観
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

３
、
駅
を
中
心
と
し
た
個
性
の
あ

る
拠
点
景
観
の
形
成

駅
を
中
心
と
し
て
５
つ
の
市
街

地
が
連
続
し
て
形
成
さ
れ
、
駅
周

辺
の
商
業
地
が
各
地
区
の
人
々
の

生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
こ
の
駅

基
本
と
な
る
４
つ
の
柱

市
全
体
を
対
象
と
し
た
崇
観
形

成
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
個
性

あ
る
地
区
景
観
の
形
成
を
具
体
的

に
推
進
す
る
た
め
『
地
域
的
広
が

り
や
地
域
社
会
の
ま
と
ま
り
に
対

応
し
た
テ
ー
マ
を
、
次
の
と
お
り

ま
と
め
ま
し
た
。

な
お
、
手
寅
沼
・
古
利
根
沼
の

水
辺
・
田
園
各
駅
の
周
辺
を
重

点
地
域
と
し
て
い
ま
す
。

◎
我
孫
子
地
区
新
し
い
都
市
の

魅
力
と
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
手
資
沼

を
感
じ
さ
せ
る
ま
ち

と
商
業
地
を
拠
点
と
し
て
各
地
区

の
顔
に
ふ
さ
わ
し
い
個
性
と
魅
力

づ
く
り
を
行
い
、
ま
た
、
我
孫
子

駅
周
辺
を
市
全
体
の
中
心
拠
点
と

位
極
づ
け
、
我
孫
子
に
ふ
さ
わ
し

い
景
観
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

４
、
東
西
、
南
北
に
結
び
つ
き
を
強

め
る
景
観
軸
の
形
成

市
の
東
西
に
人
々
の
営
み
空
間

が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
の
中

に
は
成
田
街
道
の
面
影
や
歴
史
も

読
み
取
れ
ま
す
。
ま
た
、
南
北
に
は

起
伏
に
富
ん
だ
地
形
に
豊
か
な
自

然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
う
し
た
特
徴
を
生
か
し
、
東

西
に
は
連
続
性
の
あ
る
市
街
地
の

祭
観
軸
を
、
南
北
に
は
市
街
地
の

人
々
を
豊
か
な
自
然
へ
導
く
た
め

の
景
観
軸
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
国
道
６
号
線
な
ど
の
市

の
出
入
口
に
は
、
魅
力
的
な
景
観

の
形
成
を
図
り
ま
す
。

地
区
別
の
テ
ー
マ

詣
で
は
、
景
観
条
例
制
定
の
検

討
を
始
め
、
公
共
施
設
建
設
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
ほ
か
、

催
し
や
景
観
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど

を
と
お
し
た
啓
発
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ど

◎
天
王
台
地
区
水
と
緑
と
文
化

が
く
ら
し
を
育
む
ま
ち

◎
湖
北
地
区
古
利
根
沼
が
う
る

今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み

観形成基本方針図こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

1．うるおいのある水と緑で包みこむ自然景観の形扇

2都市文化を創造し､鯛和とまとまりのあるまちなみ景観の形成

○

0

天聿舎天聿舎天聿舎天聿舎 新木協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
祭
観
形
成
基
本
計
画
書

住
市
役
所
都
市
計
画
課
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
き
い
・

▼
問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課
都

市
対
策
係
念
（
理
１
１
１
１

湖北お
い
、
都
市
と
鰹
の
緑
が
調
和
す

る
ま
ち

◎
新
木
地
区
田
園
と
緑
が
豊
か

さ
と
ゆ
と
り
を
生
む
ま
ち

◎
布
佐
地
区
利
根
川
の
水
辺
の

記
憶
が
息
づ
き
、
田
園
の
趣
が
感

じ
ら
れ
る
ま
ち

我孫子我孫子

東我孫子東我孫子

布布佐

4－墓壁亜上に結び弓言喜藺巧言砺覇而諺扇3．駅を中心とした個性のある拠点景観の形成
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６
月
１
日
は
、
人
権
擁
謹
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

人
権
擁
謹
委
員
は
、
い
わ
ば
民

間
人
の
〃
人
権
の
番
人
″
と
し
て
、

皆
さ
ん
の
基
本
的
人
権
を
擁
錘
し

見
守
る
た
め
に
、
法
務
大
臣
か
ら

委
蛎
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
人
権
擁
謹
委
員
連
合
会
で

は
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
謹
委

員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中

心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
一
層

の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め
る
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

特
に
最
近
は
、
い
じ
め
、
体
飼

な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問

題
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

〆
の
人
権
を
被
極
的
に
擁
識
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
同
連
合

会
で
は
「
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ

う
」
を
啓
発
活
動
重
点
目
標
に
掲

げ
、
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

市
に
は
、
５
名
の
人
権
擁
謹
委

員
（
下
表
参
照
）
が
い
て
、
毎
月

溺
日
前
後
に
市
役
所
市
民
相
談
室

で
相
談
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
自

宅
で
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

人
権
問
題
で
お
困
り
の
時
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課
市

民
相
談
係
云
（
顕
）
１
１
１
１
内
線

３
１
１

4
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▼人権擁護委員
一

◎
子
宮
が
ん
検
診
鋤
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
、
７

月
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
に

一
蝿
鐙
製
篭

委
託
医
療
機
関
（
下
表
参

一
澤
雪
蓉
誰
雪
華
銅
誉
で
直

◎
成
人
病
健
診
如
歳
以

一
上
の
方
を
対
象
に
、
７
月

ま
で
の
毎
週
水
曜
日
に
保

健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す

一
（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら

２
時
）
・
委
託
医
漆
機
関

で
は
、
廻
月
ま
で
直
接
受

一
診
で
き
ま
す
。
血
液
検
査

が
あ
り
ま
す
の
で
、
空
腹

一
篭
舞
諜

上
の
方
を
対
象
に
、
委
託

一
準
罐
華
鍛
犀
奄
軒
鐸
雪
謬

し
て
く
だ
さ
い
。

｜
な
お
、
次
に
該
当
す
る

方
に
は
、
４
月
に
受
診
券

を
お
送
り
し
ま
し
た
の
で

受
診
の
際
電
話
番
号
を

受
診
券
に
記
入
し
、
切
り

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
Ｆ
ｒ

保
謹
者
が
掛
金
を
納
付
し
、
保
謹
▼
掛
金
（
１
９
下
表
参
照

者
が
死
亡
、
ま
た
は
重
度
の
傷
害
（
２
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
）

を
負
っ
た
場
合
に
、
障
害
者
（
児
）
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
身

▼委託医療機関（○は実施している検診）
こ
の
制
度
は
、
障
害
者
（
児
）
の
認
め
ら
れ
る
障
害
を
お
持
ち
の
方

千葉県心身障害者(児）

扶養年金制度のご利用を

謹
者
等
で
、
県
内
に
住
所
が
あ
り
、

妬
歳
未
満
の
方
。
ま
た
、
特
別
の

疾
病
や
障
害
が
な
く
、
生
命
保
険

に
加
入
で
き
る
健
康
状
態
の
方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３

級
の
所
持
者

②
療
育
手
帳
所
持
者

③
そ
の
他
、
①
、
②
と
同
程
度
と

ロ

？

▼年齢別月額掛金

ウ
ィ
ー
ン
。
ア
イ
ヒ
エ
ン
ド
ル
フ

五
重
奏
団
コ
ン
サ
ー
ト

’ ｜

世
界
最
高
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
。
そ
の
頂
点

に
立
つ
８
人
の
ソ
リ
ス
ト
た
ち
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
一
人
ひ

と
り
の
音
の
美
し
さ
と
、
一
分
の

隙
も
な
い
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

な
お
、
開
演
前
に
は
、
芸
大
生

に
よ
る
弦
楽
四
重
奏
団
が
ロ
ビ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
６
月
４
日
王
）
午
後
５

時
開
場
、
６
時
開
演

▼
場
所
市
民
会
館

▼
共
演
仲
道
郁
代
言
ア
ノ
）

▼
演
奏
曲
目
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

「
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト

ウ
ィ
ー
ン
・
ア
イ
ヒ
エ
ン
ド
ル

フ
五
重
奏
団
が
初
来
日
し
、
我
孫

子
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
五
重
奏
団
は
、
１
９
６
０

年
に
ｗ
・
Ｈ
・
サ
ラ
ガ
ー
に
よ
り

創
立
さ
れ
た
木
管
楽
器
の
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も

最
も
歴
史
の
あ
る
団
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
ウ

ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団
の
フ
ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
エ
、

ホ
ル
ン
主
席
演
奏
者
、
ウ
ィ
ー
ン
・

フ
ォ
ル
ク
ス
オ
ー
バ
管
弦
楽
団
の

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
主

席
演
奏
者
で
総
成
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
各
国
で
高
い
評
価
を
得
て
い

ま
す
。今

回
は
、
ウ
ィ
ー
ン
が
誇
る
新

進
気
鋭
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
イ
ン
ゲ

ボ
ル
グ
・
バ
ル
ダ
ス
テ
ィ
ー
と
と

も
に
、
ウ
ィ
ー
ン
伝
統
の
管
楽
室

内
楽
を
披
露
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

ベ
ル
リ
ン
・
フ
イ
ル

八
重
奏
団
コ
ン
サ
ー
ト

I

0

ム
ジ
ー
ク
」
、
シ
ユ
ー
ベ
ル
ト

「
ま
す
」
ほ
か

▼
入
場
料
Ｓ
席
４
５
０
０
円

Ａ
席
４
０
０
０
円
、
Ｂ
席
３
５
０

０
円
（
全
席
指
定
）

▼
入
場
券
発
売
所
平
黄
書
店
、

ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
店
、
プ
ッ

ク
ス
ス
ズ
キ
、
荒
井
書
店
、
石
川

春
光
堂
、
あ
び
こ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
レ
コ
ー
ド
あ
つ
ぶ
る
、
ポ

ピ
ー
、
市
民
会
館
内
売
店
ひ
ろ
が

り
、
図
書
館
湖
北
台
・
布
佐
分
館
、

中
央
公
民
館
、
柏
そ
ご
う
、
柏
高

島
屋
、
取
手
と
う
き
ゅ
う

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
容
孟
）
１
１
５
１

▼
日
時
７
月
３
日
（
且
午
後
１

時
釦
分
開
場
、
２
時
釦
分
開
減

▼
場
所
市
民
会
館

▼
共
演
イ
ン
ゲ
ボ
ル
グ
・
バ
ル

ダ
ス
テ
イ
ー
香
ア
ノ
）

▼
演
奏
曲
目
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
ｎ

世
ワ
ル
ツ
「
短
詩
」
、
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
オ
ペ
ラ
「
魔
笛
」
よ
り

二
重
奏
曲
ほ
か

▼
入
場
料
Ｓ
席
３
０
０
０
円
、

Ａ
席
２
５
０
０
円
、
Ｂ
席
２
０
０

０
円
（
全
席
指
定
）

▼
入
場
券
発
売
所
平
賀
書
店
、

ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
店
、
ブ
ッ

ク
ス
ス
ズ
キ
、
荒
井
番
店
、
石
川

春
光
堂
、
あ
び
こ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
ヘ
レ
コ
ー
ド
あ
つ
ぶ
る
、
ポ

ピ
ー
、
市
民
会
館
内
売
店
ひ
ろ
が

り
、
図
番
館
湖
北
台
・
布
佐
分
館
、

中
央
公
民
館
、
柏
そ
ご
う
、
柏
高

島
屋
、
取
手
と
う
き
ゅ
う

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
壷
（
顕
）
１
１
５
１

ー

F －

■襄;唾2z日旧)から2旧(土)はう
行政相談強調週間

の
行
政
相
談
を
行
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
５
月
妬
日
（
木
）
午
前

、
時
か
ら
午
後
３
時

▼
場
所
市
役
所
西
別
館
３
階

市
民
相
談
室

▼
相
談
員
井
上
道
英
〈
柴
崎

１
７
０
垂
（
艶
）
４
７
３
５
〉

斉
藤
栄
子
〈
泉
超
の
、
壷
（
理

８
７
４
５
〉

▼
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課

な
お
、
千
葉
行
政
監
察
事
務

所
で
は
、
遮
話
で
の
相
談
も
お

受
け
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
時
間
土
・
日
曜
日
、

は
、
役
所
な
ど
の
祝
日
を
除
く
毎
日
、
午
前
８
時

対
し
て
の
苦
情
や
鋤
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

を
お
聞
き
し
、
そ
▼
連
絡
先
同
事
務
所
垂
０
４

進
を
図
る
こ
と
を
３
（
２
４
６
）
９
８
２
１
ま
た

い
ま
す
。
は
行
政
苦
傭
１
１
０
番
垂
０
４

次
の
と
お
り
定
例
３
（
２
４
４
）
１
１
０
０

名

田中量純

石井蛸男

別府孝子

鬼澤三郎

表てる子

住所

青山162

布佐2224

船戸2の9の32

我孫子563の10

白山3の5の27

電諸番号

83-2558

89-2351

84-2320

82-2061

85-0396

委妊医療機関名

一一一一

束蒋辻仲病院

我孫子つくし野病院

一瀬医院

竹田内科医院

石田医院

遠藤クリニック

守尾医院

藤本内科医院

桜井医院

アビコ外科整形外零縮院

我孫子東邦病院

天龍堂医院

竹内内科医院

貫井医院

天王台整形外科

隈本医院

近藤胃腸科外科

小倉外科・内科

星野医院

佐藤内科医院

我孫子聖仁会病院

湖北台診療所

岡野内科医院

増田医院

宇治医院

内科小児科佐藤医院

長田内科・胃腸科

成広医院

金山医院

平和台病院

住所

根戸946-1

つくし野131-1

つくし野6－1－7

,つくし野6－5－1

本町1－4－21

本町2－2－1

白山1－18－5

白山2－11－7

白山2－8－27

我孫子264

我孫子1851-1

緑1－6－11

若松141

並木8－17－4

天王台3-22-10

東我孫子1－12－3

高野山285-3

柴崎台3-19-22

湖北台1－5－7

湖北台3－12－5

湖北台4－6－1

湖北台7-41-101

湖北台8－18

台9－7－10

9－9－10

新木野3－6－21

布佐1－13－6

布佐845-1

布佐2皿8－2

布佐2195

電話番号

84-9000

84-2211

85-2321

85-0225

82-7151

84-0232

84-6813

82-1885

82-2916

84-7321

82-8166

82-1222

82-5836

84-5555

82-5071

82-1381

84-0211

82-0165

88-2248

88-0934

88-3111

88-8768

88-7770

88-2840

88-0835

88-1311

89-31m

87-4610

89-4166

89-1111

成人病
健診

一

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○’

○

○

○

○

○

○！

○

○

○

○

○

○’

○

○

○

子宮が
ん検診

一

一

一

○

■■■■■

一

一

一

○

一

ー

一

一

○

一

○

一

○

ー

一

一

一

乳がん

検診

○

○

○

一

一

○

○

○

－

○

○

○

○

○

○

○

一

一

○

○

大腸が

ん検診

○

○

○

一

○

○

○

○

ー

一

○

ー

○

○

○

○

○

○

○

○

○

一

○

○

○

圏
霞
物
弓
舅
患

調
査
Ｅ
ご
協
力
壱

建
設
省
で
は
、
６
月
に
「
平
政
の
査
料
を
得
る
た
め
に
毎
年

成
６
年
度
建
築
物
等
実
態
調
査
」
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
６
月

を
行
い
ま
す
。
、
日
（
金
）
か
ら
釦
日
（
木
）
ま
で

こ
の
調
査
は
、
最
近
の
建
築
の
間
に
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の

物
お
よ
び
住
宅
の
建
築
状
況
等
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

を
調
蚕
し
、
国
や
県
の
住
宅
行
▼
問
い
合
わ
せ
建
築
指
導
課

加入者となった時の年齢区分

35歳未満の方

35歳以上40歳未満の方

40歳以上45歳未満の方

45歳以上50歳未満の方

50歳以上55歳未満の方

55歳以上60歳未満の方

60歳以上65銭未識の方

月額掛金

1.400円

1.900円

2,600円

3,200円

4,100円

5,300円

6,800円
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震つ

－都会派の鳥たち－

q

l

l

期間：5月2旧(±)から10月23日(日）

烏
の
博
物
館
で
は
、
第
巧
回
企

画
展
都
市
鳥
Ｉ
都
会
派
の
鳥
た

ち
Ｉ
を
５
月
型
日
主
）
か
ら
開
催
。

野
鳥
と
い
う
と
景
色
の
良
い
自

然
が
多
く
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に

楼
ん
で
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
生
活
し

て
い
る
都
市
に
も
た
く
さ
ん
の
烏

た
ち
が
い
ま
す
。

〃
都
市
鳥
″
と
呼
ば
れ
る
彼
ら
は
、

私
た
ち
の
つ
く
り
だ
し
た
都
市
と

雨み霊
、

、
、
、

、
、

9

〆

－

コ

三

罰

◆
７
ケ
◆
。
。
■

い
う
空
間
を
上
手
に
利
用
し
て
棲

ん
で
い
ま
す
が
、
な
か
に
は
、
わ

ざ
わ
ざ
私
た
ち
の
そ
ば
を
選
ん
で

生
活
す
る
鳥
さ
え
い
ま
す
。

都
心
で
生
ゴ
ミ
を
あ
さ
る
ハ
シ

プ
ト
ガ
ラ
ス
や
夢
の
島
の
ユ
リ
カ

モ
メ
、
公
園
で
餌
を
も
ら
う
ド
バ

ト
や
都
市
で
繁
殖
す
る
よ
う
に
な

っ
た
龍
抜
け
の
鳥
（
ワ
カ
ケ
ホ
ン

セ
イ
イ
ン
三
、
夜
に
活
動
す
る

よ
う
に
な
っ
た
ツ
バ
メ
な
ど
の
生

市
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議

会
で
は
、
子
ど
も
に
よ
る
、
子
ど

も
の
た
め
の
、
子
ど
も
会
を
結
成

す
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
今
年
も
、
市
内
の
子
ど
も
会
会

員
の
交
流
と
、
子
ど
も
会
の
リ
ー

ダ
ー
養
成
を
目
的
に
研
修
会
を
行

い
ま
す
。 参加者募集 態

を
ジ
オ
ラ
マ
や
は
く
製
、

写
真
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
。

特
に
、
針
金
の
〈
ン
ガ
ー

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ハ
シ

ブ
ト
ガ
ラ
ス
の
巣
や
ビ
ニ
ー

ル
ひ
も
を
使
っ
た
ヒ
ヨ
ド
リ

の
巣
は
必
見
。
こ
の
機
会
に

都
会
派
の
鳥
た
ち
の
生
活
を

の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
展
示
期
間
５
月
丞
日

（
土
）
か
ら
、
月
空
日
（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
烏
の
博
物

館
電
弱
）
２
２
１
２

｜
子
ど
も
会
別
年
生
研
修
会

通
費
は
別
途
）

▼
研
修
時
間
午
前
皿
時
か
ら
午

後
３
時

▼
持
参
す
る
も
の
筆
記
用
具
、

上
履
き
、
弁
当
、
水
筒
（
キ
ャ
ン
プ

時
は
別
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
５
月
加
日
（
金
）
ま
で
に
、
市

子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会
事

務
局
垂
（
顕
）
２
６
３
６
へ

（
キ
ャ
ン
プ
費
含
む
、
た
だ
し
、
交

手賀沼雪篁コゴクー卯
＝四季おりおりの作品を募集＝

ク
リ
ー
ン
手
黄
沼
推
進
協
議
会

で
は
、
今
年
も
手
黄
沼
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
な
も

の
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、
季
節

に
あ
っ
た
作
品
を
１
９
９
５
年
版

「
手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
使
用

し
ま
す
。
手
賀
沼
が
も
つ
自
然
の

美
し
さ
や
手
賀
沼
と
人
々
と
の
心

暖
ま
る
ふ
れ
あ
い
な
ど
皆
さ
ん
の

自
信
作
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

戸
子
ど
も
会
研
修
会

し

、

応
募
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
テ
ー
マ
手
寅
沼
と
そ
の
周
辺

▼
規
格
カ
ラ
ー
４
ツ
切
り
判
で

横
版
▼
募
集
期
間
６
月
１
日
（
水
）
か

ら
訓
日
（
木
）
ま
で

▼
応
募
資
格
市
内
外
在
住
を
問

わ
ず
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
応
募
規
定
①
作
品
は
未
発
表

の
も
の
に
限
り
、
王
入
５
燕
ま
で

②
応
募
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、

恩
給
欠
格
者
（
外
地
勤
務
の
経
験

が
あ
り
、
加
算
を
含
め
た
在
職
年

３
年
以
上
の
方
）
に
、
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
・
銀
杯
な
ど
を
贈

粥
給
撒
格
諸
の
皆
さ
ん
へ

し
ま
せ
ん
③
応
募
作
品
に
は
応

募
票
（
市
環
境
保
全
課
に
用
意
）

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
壼
搬
影
場
所
、
撮
影
年
月
、

題
名
を
記
入
し
、
添
付
す
る
④

第
１
使
用
権
は
主
催
者
に
帰
属

し
、
手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
ほ
か

刊
行
物
に
使
用
し
ま
す
。

▼
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
〒

２
７
０
の
１
Ｉ
我
孫
子
市
我
孫

子
１
８
５
８
市
役
所
環
境
保
全

課
容
（
理
１
１
１
１
内
線
５
６

只
）
へ

戸

｜
’

’
｜

’

呈
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
業
務
第
１
課
霊
０
３
（
３

９
４
５
）
４
７
０
４
へ
（
請
求
書

類
は
厚
生
課
に
用
意
）

五
月
初
旬
の
雑
木
林
で
、
球
状

に
集
ま
っ
た
コ
ウ
ゾ
の
花
が
開
花

k

ｰ
あび

～

～ ､一、／－●
／
州
罰
電

＝

"

し
て
い
た
。

コ
ウ
ゾ
の
花
に
は
花
弁
が
な
く
、

美
し
い
と
は
言
い
難
い
が
、
新
し

く
伸
び
た
若
い
枝
の
基
部
に
雄
花

が
つ
き
、
上
部
の
葉
の
付
け
根
に

雌
花
が
つ
く
。

雄
花
の
オ
シ
ベ
は
つ
ぼ
み
の
う

ち
は
内
側
に
曲
が
っ
て
見
え
な
い

が
、
開
花
す
る
と
オ
シ
ベ
が
伸
び

て
白
く
目
立
つ
。

▼生ごみ処理容器指定販売店
1

11 １
１

■上’
’

0

ノ

雌
花
の
穂
か
ら
は
多
数
の
め

し
べ
が
糸
状
に
伸
び
、
毛
の
生

え
た
鞠
の
よ
う
で
お
も
し
ろ
い
。

花
後
に
で
き
る
果
実
は
キ
イ

チ
ゴ
の
よ
う
な
集
合
果
で
、
六

月
頃
赤
く
熟
し
て
食
べ
ら
れ
る
。

コ
ウ
ゾ
の
樹
皮
は
ミ
ツ
マ
タ
、

ガ
ン
ピ
、
カ
ジ
ノ
キ
と
と
も
に

和
紙
の
原
料
に
さ
れ
る
。

コ
ウ
ゾ
の
繊
維
は
長
く
て
強

靭
で
し
か
も
よ
く
絡
み
合
う

の
で
強
い
紙
を
作
る
の
に
適
し

て
い
る
。

野
性
の
コ
ウ
ゾ
は
ヒ
メ
コ
ウ

ゾ
と
い
い
、
栽
培
さ
れ
る
コ
ウ

ゾ
は
ヒ
メ
コ
ウ
ゾ
と
カ
ジ
ノ
キ

の
雑
種
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

昔
は
コ
ウ
ゾ
の
繊
維
で
布
が

織
ら
れ
、
江
戸
時
代
に
は
チ
ヤ
、

ク
ワ
、
ウ
ル
シ
と
と
も
に
産
業

の
四
木
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

Ｌ

市
で
住
生
ご
み
の
減
逓
化
や

堆
肥
化
を
目
的
と
し
た
容
器
に
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

指
定
販
売
店
（
左
表
参
照
）
で

補
助
金
申
請
を
代
行
し
、
指
定
店

以
外
で
職
入
し
た
場
合
は
、
品
名

や
個
数
の
わ
か
る
領
収
書
等
を
持

参
し
、
生
活
環
境
課
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
（
印
鑑
持
参
）

な
お
、
ボ
カ
シ
（
有
効
微
生
物

を
利
用
し
た
発
酵
剤
）
も
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
環
境
保
全
課

で
無
料
配
付
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
恋

（
師
）
０
０
１
５

「

89-0823

’

は
無
料
。
皆
さ
ん
も
学
習
の
場

市
で
は
、
湖
北
小
学
校
の
旧
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

木
造
校
舎
を
改
装
し
、
４
月
か
▼
開
設
日
毎
週
月
曜
日
か
ら

ら
「
湖
北
小
郷
土
査
料
室
」
を
金
蝿
日
午
前
９
時
鋤
分
か
ら
午

開
設
し
ま
し
た
。
後
４
時
禿
だ
し
、
祝
日
、
年

施
設
に
は
、
郷
土
に
古
く
か
末
年
始
を
除
く
）

ら
伝
わ
る
民
具
や
腱
具
な
ど
の
▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会

民
俗
文
化
財
や
市
内
の
遺
跡
発
社
会
教
育
課
文
化
係
査
窮
）
１

掘
調
査
で
出
土
し
た
土
器
や
石
１
５
１

湖
北
小
学
校
郷
士

資
料
室
を
開
設

第15回 鳥の博物館企画展

第
９
回

日程

5月29日(日）

6月26日（日）

7月9日(土）

，0,日I(日）
11月12日(土）

お楽しみ／（日時場所は未定）

場所

湖北台東小体育館

我孫子第二小体育館

日本青年協会利根

研修所（野営場）

湖北地区公民館

内容

子ども会ABC

プログラムを作ろう

みんなのカ
キャン

クラフト＆詔引間と反省

り－グーとの交流会

家庭児童相談室のご利用を

家
庭
生
活
や
家
庭
環
境
、
育

児
・
非
行
問
題
等
で
お
悩
み
の

保
謹
者
は
、
お
気
軽
に
家
庭
児

童
相
談
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

｜
守
り
ま
す
。
な
お
、
電
話
で
の

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
相
談
内
容
①
友
達
が
い
な

一
い
、
い
じ
め
ら
れ
る
②
言
葉
の

遅
れ
、
学
校
の
勉
強
に
つ
い
て

い
け
な
い
③
盗
み
、
家
出
、
夜

一
遊
び
、
テ
レ
ク
ラ
遊
び
④
家
庭

一
内
暴
力
④
そ
の
他
字
ど
も
を

一
取
り
巻
く
諸
問
題
な
ど
）

ｌ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
‐
Ｉ

相談日時

問い合わせ

毎週月曜から金曜日午前10時から
午後4時(祝日、年末年始を除く）

児童保育課孟(85)1111内線352

指定店

市農業協

同組合

扇屋金物店

自然食品｢よれかわ」

我孫子生

活センター

小混模作業所おおばん

本所

湖北支所

布佐支所

白山

久寺家

天王台

湖．北

新木

布佐

電話

82-3121

88-2511

89-3151

82-0014

88-8978

84-0078

84-9970

84-0444

87

87-1313

89-5794

『一一_－---1
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杏奈ちゃん
し野・1歳3か月）

I

原
少出店日時6月12日(日)午前10修資格18歳以上27歳未満の男子

時から午後4時（雨天の場合は19レ初任給15万5300円

日に順延）伝問い合わせ自衛隊柏募集案内

し場所手賀沼公園 所云(63)6884

国国国国
し出店料1区画（間口約3メー

トル）ごとに3000円、電気コンセ

ント1個につき1000円

し申し込み・問い合わせ申し込 伝実施日6月10日(金）､

み書（市商工会館に用意）に必要凸巳時5月26日(木)午前の部…伝場所東京消防庁消防学校（東

事項を明記し、出店料を添えて、10時から正午、午後の部…1時30京都渋谷区西原2の51の1

5月25日(水)までに市商工会壷分から3時30分伝締切日5月20日(金）

(82)3131へ直接持参。し場所我孫子市民会館惨受講料1万300円
我孫子ゴﾙﾌ協会春季大会 伝対象者市内源泉徴収義務者※詳しくは、消防本部予防課指導

抄日時・場所6月14日(火)午前 似問い合わせ柏税務署法人課税係丑(84)0119へ

7時30分受付、東我孫子カントリ一人暮らしの高齢者の方にお弁壷(46)2321内線384．385

傍日時・場所6月11日(土)午前一クラブ（雨天決行）当の調理まだは配達していだだけ

10時から午後0時30分（学校休業世定員180名(応塞者多数の場合る方を勢集します。 県では、自然保護や清掃、リサ

の土曜日）、湖北地区公民館は抽選）伝活動日毎月第1金曜日、第3水道料金は、毎月上旬に検針員イクルなどの環境保全活動を行う

'し対象小学生以上の子どもとお惨参加費3000円（ただし、プレ火曜日、最終金曜日の午前9時かがお客様の水道使用量を確認し、団体に対し、助成制度を実施して

父さん－代、昼食代は各自負担）ら正午検針票でお知らせした請求金額をいます。詳しくは、環境保全課査

し定員30名（応募者多数の場合シ申し込み・問い合わせハガキシ申し込み・問い合わせ電話で口座から引き落とさせていただい（85)1111内線568へ

は抽選）に住所、氏名、電話番号、ハンデ社会福祉協議会壷(84)1539へております。また最近残高不足で

伝参加費1人500円（材料費）イキャップを明記し、5月26日 引き落としできないケースが見受

シ申し込み．問い合わせハガキ（木・必着）までに古戸696市民 けられます。水道料金は引き落と新潟県出身の方ご連絡ください。

に住所、2人の氏名、年齢、電話体育館内我孫子ゴルフ協会坂本戸日程・場所10月22日(土)からしできない場合、翌月の料金に未シ連絡先丸山壷(88)9169

番号を明記し、5月20日（金・消壷(82)4070、川村盆(84)8618へ25日(火)、香川県納分として加算されていく加算精

⑬⑤⑨⑳息印育効Jまでに中里81のS湖北地

区公民館お父さんと一緒係盆(88）

シ参加資格60歳以上の健康な方求になっておりますので、検針票

医種目卓球、テニス､マラソン、の合計請求金額を確認し、振替日▽社会福祉事業基金にとJR我孫

4433へ 伝曰時．場所5月29日(日)午後ソフトテニス、ゴルフほかまでに口座に入金願います。なお子駅様から2437円、青雨会一同様

1時80分開場、市民会館修申し込み.問い合わせ5月27引き落としできない場合へ水道局から1万円、高木敏子様(泉)から

少指揮林紀人氏日(金)までに直接高齢者福祉課にお越しいただければ、一括また1万円の寄付がありました。

惨目時・場所5月29日(巳)午前戸入場料800円（全席自由）盆(85)1111内線382へは分括納入することができます。▽市民の方（匿名）から緑の墓金

8時80分集合（雨天の場合は6月し入場券発売所平賀書店ほか

5日に順延）、市民体育館戸問い合わせ竹内壷(88)0473

シ問い合わせ水道局盃(84)01111こと2万5000円の寄付がありまし

だ。

伝曰時毎月第1．3金曜日、第伝参加糞格市内在住者 ▽我孫子新潟県人会様から社会福

伝種目・参加愛シングルス男女 2．4土曜日いずれも午後7時20伝曰時5月19日(木)午後7時祉協議会へ福祉墓令にと2万円の

各1クラス、1000円し曰時5月22日(日)午前10時か分から9時惨場所市商工会館寄付がありました。

シ申し込み・問い合わせ現金書ら午後4時惨場所天王台北近隣センターシ小売店舗名京北スーパー我孫

留に参加費を添えて住所、氏名、伝場所干葉県青少隼女性会館（ただし、場所が確保された場合子店'

年齢、性別、電話番号を明記し、少参加費1500円(昼食・資料代）に限る） ※詳しくは、市商工会壷(82)3131

5'月20日（金′消印有効）までに※詳しくは、干葉県中途視覚障害惨対象女性（小学生以上）

湖北台7の83の201高田英志盈音連絡会垂043(247)9609伝会費月額3500円

惨問い合わせ松本透(88)6592(87)2725へ

(夜間のみ）

蕊修日時5月29日(日)午後1時30

屋曰時・場所5月24日(火)午前分から午後4時30分
５
月

10時から正午、市民会館腰場所船橋市東部公民館し日時6月から毎週水曜日午後

シ講師消費生活相談員シ講師島村善行先生（干葉西病2時から4時

惨定員先着30名（受講無料）院院長）惨場所市民体育館（だだし、場

蕊シ申し込み・問い合わせ電話でし受講料無料 所が確保された場合に限る）

市民生活課盃(85)1111内線329へシ問い合わせ干葉肝臓友の会壷性会費月額2000円入会金1000円

0474(43)8622少申し込み・問い合わせ電話で

市川壷(84)3285へ

’ ’し曰時5月22日〔日)午前9時か

ら午後3時<21日は午後6時30分

から沼南町中央公民館で前夜祭〉

し場所下総航空基地（沼南町）

し内容航空機の展示、体験搭乗

ほか（入場無料）

い問い合わせ下総教育航空群広

報室壷(91)2321内線356．658

’6時30分開演､市民会館

防犯活動の一環として行う、地

域安全活動の推進の参考として、

意見・提言を募集します。

レテーマ①私の安全、②我が家

の安全、⑧我が地域の安全、④そ

の他（我が仲間の安全）

惨応募方法・問い合わせ400字

詰め原稿用紙5枚以内に、住所、

氏名、年齢、職業、電話番号を明

記し、5月25日(水)まで|こ柴崎90

4の1我孫子警察署防犯課壷(82）

0110へ郵送または持参。

※応募作品はお返しできません。

シ日時・場所5月29日(巳)午前

10時から午後3時（雨天の場合は

6月5日に順延）、手賀沼公園

陵問い合わせ手賀沼フリーマー

ケット実行委員会盆(87)6269

潅車でのご来場はご遠慮ください。

圖回回国

惨日程・場所6月から平成7年

3月までの主に毎月第1水曜日午

後1時から4時、中央公民館

し定員・参加愛20名（応募者多

数の場合は抽選）、500円

倖申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、年齢、電話番号を

明記し、5月20日(金・消印有効）

までに我孫子新田34中央公民館社

会教育ゼミナールおしゃれ班係云

〔82)0515へ

’
福祉とのふれあい入門教室
｢福祉についての基礎知識」

’し曰時・場所6月5日（日）・7

日(火)ともに午前10時から午後4

時、習志野市総合福祉センター

腰定量先着30名（参加費無料）

し内容講習会･･･6月5日、施設

実習…6月7日

陰申し込み・問い合わせ電話で

県福祉人材センター垂043(248)12

94へ

鞍

｡詫必認

シ日程7月から平成7年3月ま
で、月1回程度

し参加資格県内中小企業者（製

造業、流通業、サービス業）

惨申し込み6月30日(木)まで

※詳しくは、県商工労働部工業課
指導係査043(223)2725へ

I
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薑噌尭や蟹誇っ書 2等陸･海｡空士自衛官 5月31日(火)は、固定資

産税（第1期）と軽自動車

税の納期限です。忘れずに

納めましょう。

＝収税課＝

職1肛専門飾者再総会
特別減税説明会

｢lMあ峅当の会｣浦ﾝﾃｨｱ
零ぎりを『曹岩（学樹固5日制関連行事） ちば環境ボランティア

育成事業水道料金は
検針票を確認し入金を

新潟県人会
第7回全国健康福祉祭
かがわ大会参加者

我孫子市民フィル
第14回定期演奏会

職ﾃﾆｽ県民体散会農訟

Tジﾔズダﾝｽｻー ｸﾙ韻
中規模小売店舗出店
計画に係る説明会干葉県中途視覚障害者

交流大会

白曜当

ﾃﾚ7kﾝｻーピｽ盆(85)1313

こ．

戻1凋間のイヨ・丁聿

16月

17火

18水

19木

2⑪金

21土

ZZe

23月

24火

25水

26木

27金

28土

ZOe

50月

31火

－消寅圭活相睡＝市民相醗室10:00～15:00
‐心配ごと相峡＝寿市民センター9:00～15:00
K言市民画雲聴休醒
＝つつじ荘休館

－堀の1専物館休館
壷西部福祉センター休館

哩途俸栢荻＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
毎つつじ荘休館〃西部福祉センター休館

壷消費生活相談＝市民相談室10:00～15?00

画法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
画渥康相談＝つつじ荘13:30～14:30

〃税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）
画酒害相談＝保健センター13:30～15:00

”市役所閉庁(－部の施設は除く）
〃少年の日

【夛一日曜当番医＝テレホンサービス

画休日鱸歯科診闘日=休日捌急歯科診緬(而民会館内)9:00～11:30

〃心配ごと相談＝布佐市民センター本館9:00～15:00
童市民図書館休館彦鳥の博物館休館
・つつじ荘休館一西部福祉センター休館

【寡法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

画消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
〃アルコール家族教室＝天王台青年館13:30～15:30

虚人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00

画水道料金納入期限＝預金口座振蓄目

臼市役所閉庁(一部の施設は除く）

〃日曜当番医＝テレホンサービス

面体B栽急歯科診讃日=休日創急鬮科診緬(而民会箆内)9:00～11:30

－心配ごと相岐＝寿市民センター9:00～15:00
－市民図…休館＝馬の博物館休館
壷つつじ荘休館＝市民体育館休館
－西部掘祉センター休館

画法律相醗＝市民相醗室9:30～15:30〔予約制）
g＝国民年金保険料納期限＝口座振醤巴
壷つつじ荘休館
－西部掴祉センター休館

肝臓疾患医療講演会
r肝硬変と肝がんについて」

鋒晶誌気易,蕊塁
陳式太極挙会員

国
目
■

■
■
■

副訓剛艤会~灘のひ礎～
趾自鮒下細鯉馴祭

地域安全活動の作文

第個手鰡ﾌﾘー ﾏー ｹｯﾄ

手持ちの衣服を
リフォームしてみませんか

蚤成6年度千葉県技術･市場流プラザ参加者


